
る
。
こ
瓦
に
問
題
と
な
っ
て
み
る
の
は
、
自
然
纏
濟
か
ら
貨
幣
心
立
へ
の

移
行
の
問
題
で
あ
っ
て
、
薪
者
は
ヅ
イ
ノ
グ
ラ
ド
フ
と
共
に
、
英
園
が

「
縷
濟
的
に
他
國
よ
り
完
全
に
一
世
紀
、
否
二
世
紀
先
ん
じ
」
て
「
十
三
世

紀
に
於
い
て
朗
に
自
然
纏
濟
か
ら
貨
幣
糎
濟
へ
獲
還
し
し
た
こ
と
の
「
直

接
の
原
因
」
を
、
英
國
封
建
制
度
の
特
質
纈
ち
強
大
な
集
簾
…
的
王
政
の
存

在
に
求
め
ら
れ
る
（
一
二
六
頁
）
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
夫
々
の
閣
の
封

建
綱
度
の
特
殊
性
と
そ
の
國
に
於
け
る
近
代
瀧
會
の
成
立
過
程
と
の
聞
に

存
す
る
本
質
的
な
三
七
の
一
側
爾
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
極
め
て
暗

示
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
部
分
で
あ
る
と
思
は
れ
る
Q
こ
れ
に
つ
け
て
も
、

貨
幣
脛
濟
の
護
展
に
俘
ふ
封
建
万
字
の
野
漆
の
研
究
が
、
「
、
後
面
に
期
し
」

て
（
序
、
三
頁
）
軍
に
要
領
の
紹
介
に
絡
っ
て
み
る
こ
と
は
、
我
々
讃
者
と

し
て
も
惜
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、
從
來
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
度
の
研
究
に
於
い
て
常
に
最
も
多
く
問

題
と
さ
れ
て
み
る
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
の
意
義
」
に
就
い
て
は
、
第
二
章
「
英

園
封
建
制
度
の
成
立
及
び
特
質
し
（
一
五
一
五
八
頁
）
が
こ
れ
を
極
め
て
明

快
に
解
明
し
て
み
る
Q
而
も
此
の
部
分
は
、
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
度
の
も
つ

特
殊
性
即
ち
そ
の
野
里
な
「
類
型
」
の
曲
っ
て
來
る
所
以
を
明
か
に
す
る
最

も
重
要
な
一
章
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
本
書
の
重
心
は
こ
」
に
か
Σ
つ
て
み

る
と
云
っ
て
も
差
支
な
か
ら
う
。
第
五
章
第
二
鱗
念
七
二
一
一
八
四
頁
）

に
於
け
る
、
マ
ル
ク
理
論
の
展
開
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
紹
介
の
部

分
と
共
に
、
熟
讃
さ
る
べ
き
部
分
で
あ
る
。

　
爾
、
巻
来
に
は
敵
交
及
び
邦
語
の
主
要
蓼
考
文
献
が
、
分
類
さ
れ
て
牧

め
ら
れ
て
る
る
Q
概
説
書
と
し
て
の
本
書
の
贋
値
を
更
に
塘
す
も
の
で
あ

Sn
耶ロ

介

ら
う
。
（
菊
版
二
七
二
頁
Q
大
阪
・
甲
文
堂
護
国
。
定
慣
武
麟
五
拾
銭
）
o

〔
中
山
）

○
Ω
＜
o
p
団
皿
o
≦
”
　
Q
①
ω
〇
三
2
μ
け
。
創
9
畠
⑦
¢
7

　
雛
O
プ
①
⇒
　
ピ
卿
串
q
≦
荒
畠
O
プ
餌
R
創
Φ
o
。
レ
西
洋
O
ご
｝
8
塁
．

　
此
の
書
の
由
來
は
編
者
蟹
憎
・
冒
葎
0
9
①
の
緒
…
言
に
明
ら
か
で
あ
る
。
翻
，

く
「
切
㊦
｝
o
著
に
依
っ
て
U
冨
讐
。
器
窪
ご
三
〇
筒
凶
剛
μ
山
2
0
畠
。
露
。
簿
〇
二
醇

審
三
。
，
畠
窪
H
費
凱
二
・
一
簿
切
。
ぎ
障
　
の
題
名
下
に
φ
§
¢
詳
か
ら
弱
〔
髪
醇
〒

ヴ
①
搾
。
冒
嶺
蒔
代
迄
の
ド
イ
ツ
農
業
史
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
新
膿
系

下
に
論
述
せ
ら
れ
し
麩
、
雄
闇
牟
に
し
て
、
千
九
百
二
十
七
年
十
月
二
十

七
日
途
に
七
十
歳
の
高
齢
を
以
て
こ
の
世
を
去
り
し
爲
、
未
完
の
ま
瓦
放

置
さ
れ
た
る
を
編
者
が
表
記
の
タ
イ
ト
ル
を
附
し
て
護
表
せ
ら
れ
し
物
で

あ
る
。

　
U
巽
q
。
須
皿
o
募
ω
露
霧
脅
m
鴛
桑
色
聾
①
嶺
等
に
於
て
、
零
度
史
家
と
し

て
の
非
凡
の
才
能
を
示
し
た
く
●
切
。
ゴ
く
の
こ
の
叢
稿
も
亦
農
業
更
と
は

云
へ
、
當
然
，
其
事
に
は
自
然
纏
濟
時
代
に
於
け
る
生
産
形
態
並
び
に
、

諸
制
度
の
分
析
に
、
誠
ひ
は
新
し
き
生
琵
方
法
の
上
に
某
々
付
け
ら
れ
た

政
治
酌
営
力
五
五
の
伸
張
過
程
の
検
討
に
得
意
の
論
争
を
振
っ
て
み
る
。

　
太
書
の
構
造
は
次
に
示
す
如
く
、
各
時
代
を
》
喫
舘
く
①
篤
器
切
［
琶
㈹
と
農

業
纒
螢
の
狡
術
的
側
画
と
の
二
方
面
か
ら
考
究
し
、
之
に
彼
猫
得
の
親
切

な
脚
註
が
附
せ
ら
れ
、
畳
書
、
抜
書
を
駅
戸
か
に
挿
入
し
て
讃
者
の
考
察
に

便
な
ら
し
め
て
あ
る
Q

　
次
に
各
章
に
就
い
て
簡
潔
な
紹
介
を
し
て
見
や
う
。

第
二
十
二
巷
箪
四
號
　

入
一
五
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ぎ
。
韓
（
〈
o
彰
レ
儒
m
－

素
点
蚕
q
興
瞬
葭
○
ぎ
張
。
一
，
N
o
搾
σ
貯
≧
≡
H
冒
（
8
焦
¢
m
銀
鐸
2
－

触血

O
熱
）

㌧
〆
．
　
国
土
①
串
葺
日
ご
m
－
環
｝
μ
二
ゆ
塗
潔
N
＜
9
・
窯
二
汀
日
一
三
○
■
　
．
　
。
　
’

（
湖

客
疑

8
矧

亀
属

ひ
。
湖

　
目
．
〉
”
｝
副
魚
。
口
（
一
W
郎
二
δ
H
u
u
切
触
ご
、
①
灘
び
簿
戸
答
。
同
，
）
が
罠
一
族
の
根
抵
を
成
し
、
タ

キ
ッ
ス
の
物
語
る
如
く
、
φ
【
冒
穿
鼠
。
の
勲
の
僅
少
な
こ
の
嶺
憲
。
薫
に
於
け

る
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
土
地
所
有
働
慶
、
或
ひ
は
彼
等
切
箏
2
露
三
角
の
継

濟
生
活
に
於
け
る
、
〉
。
ぎ
同
げ
碧
と
く
…
①
ぎ
琴
簿
と
の
…
關
係
を
述
べ
て
ゲ

ル
マ
y
の
奢
p
同
三
象
二
塁
に
於
け
る
き
葺
宴
α
窪
O
ぎ
疑
一
ぎ
自
を
否
定

し
、
次
で
古
代
農
村
建
設
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し
た
彼
は
、
彼
の
全
努
力

を
先
づ
、
○
誤
字
（
多
霧
遊
蕩
薄
剛
一
8
｝
，
写
に
饗
す
る
Ω
o
コ
。
綾
。
塁
畠
山
〔
二
｝
。
〇
二
。

の
勝
利
、
農
場
纏
螢
の
合
闘
的
的
合
理
的
獲
展
説
に
劉
す
る
、
形
式
的
原

期
と
し
て
の
三
ξ
窪
の
茶
等
分
配
か
ら
腐
る
不
合
理
身
受
二
途
の
確
立

第
二
十
二
巻
第
閤
號
　
入
㎜
六

昆
注
い
だ
。
か
く
て
地
方
¢
窪
一
⇔
剛
只
ざ
に
於
け
る
ン
暮
言
§
一
写
獲
生
の

源
泉
或
ひ
は
其
腱
に
於
け
る
p
三
〇
コ
§
さ
群
ヨ
豪
く
身
弊
塾
｛
三
磯
の
解
説
を
な

し
、
こ
」
に
中
世
初
期
に
到
る
迄
の
諺
び
Q
玄
同
’
壽
の
窪
の
論
究
を
繋
し
て
み

る
9

　
一
■
b
委
陰
ス
テ
ッ
プ
地
帯
に
於
け
る
ゲ
ル
マ
ン
の
U
o
鐸
…
o
剛
）
。
。
懐
釜
ご
を
“
説

瞬
し
、
北
方
起
原
の
穀
物
（
ノ
ノ
．
o
幽
N
。
♪
》
o
長
窪
」
藁
拳
。
然
寸
）
と
南
方
起

原
の
文
化
植
物
（
野
菜
、
槻
賞
用
繊
物
）
と
の
傳
詩
歌
態
を
汕
　
つ
て
南
北
交

配
の
交
流
を
雄
…
討
す
る
。

　
咽
ゴ
ン
・
所
有
地
の
比
較
的
罫
書
な
り
し
⇔
轟
簿
か
ら
昆
族
移
動
は
、

こ
Σ
に
新
な
る
纏
濟
紐
織
、
回
田
三
度
を
も
た
ら
し
た
Q
麟
，
ロ
…
マ
侵

入
の
結
果
耕
作
地
の
ω
9
乙
2
鉱
9
2
0
湘
誉
二
二
が
許
容
さ
れ
、
瀦
巽
窃
9
醇
は

慰
主
的
性
質
を
強
化
し
、
緊
層
一
重
£
，
的
戸
喜
牙
の
尊
意
と
糧
俘
っ
て
肖
酌
農

畏
の
浸
落
を
促
し
、
　
カ
ー
ー
リ
ソ
グ
覇
に
入
る
や
び
。
ぎ
臼
。
司
葱
の
上
に

渉
農
。
臨
ざ
巽
を
形
成
し
、
隷
鰯
民
の
矯
加
を
聴
し
た
Q
し
か
し
、
駒
」
』
に

注
意
す
べ
く
強
調
さ
れ
る
の
は
¢
【
斗
。
…
¢
の
土
地
所
有
縫
が
全
的
に
は
蔓

失
せ
ら
れ
な
か
っ
た
纂
で
あ
り
、
　
（
換
言
す
れ
ば
地
主
裁
判
所
の
擁
眼
に

限
界
性
が
存
し
た
導
）
叉
誕
醇
讐
と
一
穂
9
。
簿
窪
と
の
聞
に
狭
ま
れ
て

生
存
を
績
け
る
自
由
農
民
の
巌
然
た
る
存
在
で
あ
る
）
（
ヨ
十
四
頁
）
か
く

し
て
新
生
命
創
迭
に
重
き
を
羅
く
5
旨
旨
．
葺
く
の
ロ
ー
マ
的
困
旨
発
§
，
ぎ
＝

に
結
付
い
た
フ
ラ
ン
ク
的
一
．
器
舜
碁
に
就
て
の
論
説
が
展
開
…
さ
れ
る
。

　
＝
・
｝
W
・
入
口
の
贋
大
に
羅
心
じ
て
八
世
紀
以
後
現
れ
た
三
圃
法
及
び
耕

作
馳
の
5
c
藷
・
ぎ
．
鼠
縁
…
垂
【
閑
ご
に
よ
る
農
場
甘
薯
の
按
衝
的
進
歩
を
述
べ
、

ノ
．
博
讐
串
。
（
嗣
嘆
／
適
蒙
ξ
蓉
継
馬
度
の
本
質
を
探
究
し
つ
」
、
農
家
の
賦
役
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農
場
へ
の
直
島
プ
ロ
セ
ス
を
純
技
術
…
的
観
鮎
、
法
的
身
分
的
關
係
か
ら
詳

述
し
て
み
る
Q
次
に
く
竈
⑦
コ
制
慶
の
編
成
様
式
分
析
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク

、
囲
の
b
9
】
口
…
窪
く
9
瑚
暮
募
㈹
を
解
著
し
て
み
る
。

　
H
嵩
．
》
●
こ
の
章
に
於
て
く
陰
尉
巴
9
♂
、
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
末
期
を
重
要

麗
す
る
、
何
故
か
p

　
大
地
主
制
度
は
十
一
世
紀
に
到
っ
て
完
成
し
、
次
で
整
頓
の
時
代
に
入

っ
た
。
地
方
思
主
、
都
市
、
が
大
地
主
に
饗
抗
し
て
纏
濟
愈
愈
に
蜷
解
し

來
つ
た
。
從
陽
民
は
昏
目
そ
の
地
主
の
鵜
絆
を
憂
し
て
自
ら
の
纏
濟
を
籏

悪
し
始
め
た
。

　
｝
一
〇
〇
年
に
は
東
プ
ロ
シ
ャ
の
李
和
酌
塗
擦
（
東
方
開
拓
）
が
實
行
さ

れ
○
け
8
碑
9
（
窓
。
湊
①
は
望
西
9
≡
を
克
服
し
ゲ
ル
マ
ン
文
化
の
全
面
的

伸
張
が
開
始
さ
れ
た
。

　
要
之
、
十
一
、
二
世
紀
は
ゲ
ル
マ
ン
古
來
最
大
の
開
作
期
で
あ
り
、
人

口
塘
大
崎
で
あ
り
、
而
も
く
籠
聲
制
度
或
ひ
は
等
。
老
司
纏
濟
の
解
膿

期
に
常
る
。

　
こ
」
に
地
主
の
不
動
、
＜
穿
↑
ぎ
の
出
奔
（
必
然
的
に
匿
。
昌
窪
d
一
。
ゴ
馨

は
解
除
さ
れ
、
都
市
は
彼
等
を
喜
ん
で
牧
容
、
保
卜
す
る
）
と
賃
貸
法

（
℃
p
g
r
い
。
鋳
○
に
よ
る
マ
魚
。
目
の
騨
亀
。
讐
ρ
）
の
出
魏
は
地
主
領
主
と
農

民
の
聞
の
土
釜
係
を
更
新
し
、
流
動
化
し
、
複
離
化
し
、
更
ら
に
肖
出
民

と
不
自
由
民
と
の
關
係
を
も
改
難
せ
し
む
る
に
到
っ
た
。

　
次
で
憐
塊
主
酬
鋼
度
の
可
融
…
退
に
俘
っ
て
、
O
⊇
伊
語
器
冠
さ
団
9
窪
田
「
門
が
農
斑

と
隔
離
さ
れ
て
行
く
に
反
し
て
、
優
勢
を
持
し
來
つ
た
Q
鼠
。
窪
昌
Φ
轟
の

経
政
界
へ
の
甦
出
溢
（
八
十
頁
）
或
ひ
は
ヵ
葺
Φ
謎
F
孫
ζ
二
黒
…
9
。
O
冠
【
5
争

紹

介

一
）
気
欝
が
實
現
し
始
め
た
庭
の
も
Q
貯
㊦
各
。
簿
N
の
集
約
化
に
よ
る
大
領
地

六
度
の
意
義
（
九
五
頁
）
、
其
魔
に
設
け
ら
る
」
冒
飢
・
讐
3
叶
の
官
吏
的
色

彩
の
強
化
（
九
七
頁
）
を
重
．
要
麗
し
て
ド
イ
ツ
中
種
農
業
寄
身
史
上
の
三
大

事
象
（
紙
屑
頁
）
を
詳
し
く
設
明
し
、
こ
瓦
に
多
く
の
問
題
を
暗
示
し
て
み

る
。

　
次
第
に
熟
を
…
帯
び
來
つ
た
く
．
ゆ
色
9
＜
　
の
論
述
が
、
こ
」
に
於
て
中

醸
せ
ら
れ
て
絡
つ
た
事
は
甚
だ
残
念
で
は
あ
る
が
、
　
こ
の
流
暢
剛
快
な

く
・
罷
。
δ
！
く
得
慨
息
の
三
際
㌻
日
十
四
頁
を
一
無
猶
に
酬
讃
．
破
さ
れ
る
で
あ
ら
う
讃

者
は
，
更
ら
に
進
ん
で
⇔
難
窪
皆
竃
憎
魯
讐
㈹
時
代
の
農
民
の
蓮
命
に
就

き
、
或
は
更
ら
に
土
地
制
度
が
近
代
的
に
編
成
せ
ら
れ
て
封
建
的
土
地
所

有
擢
を
失
へ
る
農
民
の
即
断
的
離
村
現
象
の
探
究
に
、
自
ら
メ
ス
を
振
っ

て
く
・
ゆ
。
ぎ
ゴ
・
の
意
嗣
を
縫
承
し
、
達
威
せ
し
め
ん
と
の
強
い
衝
動
に
駆

ら
れ
る
で
あ
ら
弓
。

　
（
！
哩
。
ユ
憂
く
。
箒
O
塁
5
〈
鳴
誘
。
序
門
貯
遍
窪
p
回
8
下
邦
「
貨
約
六
糊
．
）
（
小

澤
吉
見
）

・
○
日
プ
①
タ
δ
弓
蔵
言
寓
簿
℃
の
圏

　
轡
9
H
α
9
冒
一
〇
ψ
③

σ
）
・
ダ
N
・
ダ
か
冒
門
乱
。
り
．

　
こ
れ
は
既
に
下
血
伊
八
氏
が
學
燈
入
月
下
に
紹
介
の
筆
を
と
ら
れ
た
も

の
、
そ
こ
に
稽
詳
細
な
本
書
の
輪
廓
が
傳
へ
ら
れ
て
あ
る
り
だ
が
課
し
て

「
地
圓
の
世
界
」
と
し
て
あ
る
の
は
少
々
解
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　
虚
者
の
企
適
す
る
駈
は
一
に
は
地
塁
を
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
於
て
、
理

解
せ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
工
に
は
專
門
的
知
識
な
き
讃
者
を
…
劉
象
と
し

第
二
十
二
奮
　
第
四
號
　
　
八
一
七
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